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業務改善計画の提出について 

 

 当行は、平成 22 年 7 月 16 日付業務改善命令に基づき、本日、東北財務局長に「業務改善計画」

を提出いたしました。 

 日頃から当行をご愛顧いただいておりますお客様をはじめ、地域の方々、株主の皆様方に多大な

るご迷惑とご心配をお掛けいたしましたことを、改めて深くお詫び申し上げます。 

当行は、今般の業務改善命令を厳粛に受け止め、業務改善計画を着実に実施することにより、経

営管理態勢及び法令等遵守態勢を含む内部管理態勢の充実・強化に向け、役職員一丸となって取り

組んでまいります。 

なお、「業務改善計画」の要旨は下記のとおりです。 

 
記 

 

１．経営管理態勢及び法令等遵守態勢の強化に向けた経営姿勢の明確化 

経営管理態勢及び法令等遵守態勢の強化に向け、取締役会直轄の専担部署の新設と専担者の配置

等、組織体制を強化し、内部管理態勢に係る業務改善策の進捗管理を一元化します。また、「内部

管理態勢の強化」を経営方針の柱とし、経営姿勢の明確化を行内外に対し発信してまいります。 
 

（１）「内部管理態勢強化室」の新設 

平成 22 年 8 月１日、業務改善計画の実施状況の進捗管理に特化する取締役会直轄の特命部署と

して「内部管理態勢強化室」を設置、2名の専担者を配置いたしました。 
 

（２）「不祥事件撲滅プロジェクトチーム」の設置 

平成 22 年 4 月 12 日、不祥事件を発生させない企業風土の確立を行内外に宣言し、その実現を図

るために設置いたしました。 
 

（３）経営陣による経営姿勢の徹底 

支店長会議、研修会等におきまして、経営陣が「内部管理態勢強化」を経営方針の柱とした経営

姿勢を明確に発信し、法令等を遵守する企業風土の醸成を図ってまいります。 
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（４）「3つの約束運動」の実施 

「きらやか 3つのお約束」を定め、平成 22 年 4 月 30 日に公表いたしました。行内ポスター掲示、

ステッカー作成、封筒、名刺等可能な限り目につくところに貼り、コンプライアンス重視、『お預

かりする場合全てに「預り証」を発行いたします。』等ルール遵守の周知徹底を図ることといたし

ました。 
 

（５）「お客様の声専用ダイヤル」の設置 

お客様からの通報制度的仕組みとして「お客様の声専用ダイヤル」を設置し、平成 22 年 4 月 30

日に公表いたしました。「預り証」を発行しないという不正行為等の防止・抑止に繋がる改善策と

考えております。 
 

（６）個人情報管理態勢の強化 

帳票の保管期限及び廃棄ルールの明確化等、帳票の整備を実施し、今後「帳票等の本部集中管理」

「帳票から電子帳票化への移行」等の仕組みを構築、併せて、個人情報保護の専門家による研修会

や階層別の事例研修会により、行員の個人情報管理に対する意識を更に強化していくとともに、個

人情報に関する厳正な取扱を全行員で徹底し、再発防止に努めてまいります。 

 
 
２．全行的な法令等遵守態勢の確立 

平成 19 年 5 月の合併以降、店舗統廃合等の効率化作業、業務推進等を柱としてきましたが、今

後は、全行的な法令等遵守態勢の確立に向け、行員研修・営業店指導を強化してまいります。また、

営業店が「法令等遵守宣言」を実施することにより、法令等を遵守する企業風土の醸成を図ってま

いります。 
 

（１）営業店による「法令等遵守宣言」の実施 

全行的な法令等遵守の企業風土を醸成することを目的として、新たに営業店で自発的に目標、課

題等を標榜した「法令等遵守宣言」を実施してまいります。 

 

（２）各種小委員会の機能充実 

「コンプライアンス小委員会」・「オペレーショナルリスク小委員会」等について、構成メンバ

ーを拡充するとともに、行内で発生した懸念事象や課題をリスク別に一元管理し、本部で横断的な

協議ができる体制を構築してまいります。 

 

 

３．実効性のある不祥事件防止策の策定 

人事面を含む諸制度を見直すことにより、事務事故の未然防止・不祥事件防止策の策定を行うと

ともに、適宜その是非を検証することで、実効性の高い管理態勢を構築してまいります。 
 

（１）人事ローテーション等の運用徹底 

同一店舗で在任期間が長期化している行員、また、同一テリトリーで 3年を超えている渉外担当

行員についての人事異動を厳格に実施し、業務管理に対する相互牽制を図ってまいります。 
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（２）「預り証」の見直し 

現在の「預り証」を見直し、「記入の煩雑さの軽減」、「お客様が分かり易い様式」等へ改定し、

不祥事件未然防止を強化してまいります。 

 

 

４．営業店における厳正な事務処理の徹底と相互牽制機能の充実・強化 

事務手続・ルールの周知、研修、事務指導等により、営業店における事務処理のレベルの向上を

目指すとともに、堅確な店内検査の実施、確認ルールの改定等の実施により、営業店における相互

牽制機能の充実・強化を図ってまいります。 

（１）「事務指導チーム」の新設 

営業店の事務レベルの向上を目的として、事務部内に「事務指導チーム」を新設、定期的に全営

業店を臨店し、事務手続の遵守状況を点検するとともに、問題点の指摘、ルールの指導、業務改善

策に係るアドバイス等を行ってまいります。 

 

（２）「事務ホットライン」の設置 

平成 22 年 6 月 1 日、営業店で気が付いた「事務に関するルールが守られていない」ことに対す

る通報制度として事務部内に設置、ルール遵守に対する営業店実態の把握およびルール遵守に対す

る相互牽制を図ってまいります。 

 

 

５．内部監査機能の充実・強化及び適切な人事管理の実施 

内部監査の評点が低い営業店に対する「フォローアップミーティング」の実施、不正等の兆候を

調査する「モニタリングチーム」の新設等、内部監査手法を改定することで内部監査機能の強化、

営業店の内部管理能力の向上を図ってまいります。また、行員とのコミュニケーションの充実を図

ることで内面的な事象を含めた身上把握を徹底し、情報の一元管理等により適切な人事管理を行っ

てまいります。 
 

（１）「フォローアップミーティング」の新設 

内部監査の評点が低い営業店に対し、地区担当役員、関連部で営業店の問題点の把握と業務改善

策の協議を実施する「フォローアップミーティング」の新設し、営業店自らの業務改善意識の醸成

を図ってまいります。 

 

（２）「モニタリングチーム」の新設 

監査部内に、常時、不正等の兆候の調査や疑義のある取引を専担に監視する「モニタリングチー

ム」を新設いたしました。 
 

以上 

 
本件に関するお問合せ先 

経営企画部 ０２３（６２８）３９８９ 
 


